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幌
劇
場
連
絡
会
会
長　

藤
村
智
子

T
G
R��
札
幌
劇
場
祭��

2
0
1
5
は
一
〇
周
年
の
節
目
の

年
で
し
た
。
会
期
は
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
一
日
か
ら
一
一
月

三
〇
日
ま
で
の
三
一
日
間
。
札
幌
劇
場
連
絡
会
加
盟
劇
場
は

E
V
E
N
T�

S
P
A
C
E�
E
D
I
T
が
加
わ
り
一
〇
劇
場
と
な

り
、
三
九
団
体
が
参
加
し
、
一
四
六
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

外
国
か
ら
三
（
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
フ
ラ
ン
ス
）、
東
京
二
、
旭
川

一
の
各
劇
団
が
参
加
し
て
お
り
、
上
演
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
年
々

多
彩
に
な
っ
て
い
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
う
ち
札
幌

劇
場
祭
大
賞
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
劇
団
は
一
八
、
新
人
賞
は
五
、

計
二
三
劇
団
が
賞
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
二
〇
一
五
年
か
ら
審
査
員
を

大
賞
と
新
人
賞
の
二
つ
に
分
け
、

大
賞
は
七
人
、
新
人
賞
は
五
人
の

審
査
員
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
ま
し

た
。大

賞
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
一
八

作
品
の
中
か
ら
最
終
候
補
に
、
ロ

シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
か
ら
参
加
し
た

チ
ェ
ー
ホ
フ
劇
場
の
「
素
晴
ら

し
い
未
来
」、
札
幌
座
「
大
海
原

で
」、
y
h
s
「
室
温
～
夜
の
音

楽
」、
i
n
t
r
o
「
食
卓
全
景
」、

R
E
D�

K
I
N
G�

C
R
A
B
「
B
A
K
A
」
の
五
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
〇
周
年
目
の
大
賞
は
チ
ェ
ー
ホ
フ
劇
場
「
素

晴
ら
し
い
未
来
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。
昨
年
の
韓
国
・
ソ
ウ
ル

か
ら
参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
に
よ
る
「
ア
イ

ラ
ン
ド
―
監
獄
島
」
の
受
賞
に
次
い
で
二
年
連
続
の
外
国
劇
団

の
大
賞
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
特
別
賞
に
は
y
h
s
「
室

温
～
夜
の
音
楽
」
が
作
品
賞
を
、
R
E
D�

K
I
N
G�

C
R
A
B

「
B
A
K
A
」
が
企
画
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

チ
ェ
ー
ホ
フ
劇
場
「
素
晴
ら

し
い
未
来
」
は
、
死
後
天
使
と

な
っ
て
天
上
と
地
上
を
行
き
来

す
る
死
者（
使
者
）達
に
よ
っ
て
、

生
き
る
こ
と
の
意
味
、
今
生
き

て
い
る
こ
と
の
大
切
さ
を
静
か

に
語
り
か
け
る
作
品
。
舞
台
の

背
景
に
据
え
ら
れ
た
薄
暗
い
鏡

が
客
席
を
映
し
、
観
客
も
ま
た

冥
界
の
一
員
と
な
っ
て
舞
台
上

で
語
ら
れ
る
こ
と
を
見
守
っ
て

い
る
よ
う
な
仕
掛
け
も
良
く
、

優
れ
た
作
品
で
し
た
。
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特
別
賞
の
作
品
賞
を
受
賞
し
た
y
h
s
「
室
温
～
夜
の
音
楽
」

は
、
ケ
ラ
リ
ー
ノ
・
サ
ン
ド
ロ
ビ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
脚
本
で
y
h
s

が
初
め
て
既
成
戯
曲
に
挑
戦
し
た
作
品
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ホ
ラ
ー

と
コ
メ
デ
ィ
ー
を
高
い
レ
ベ
ル
で
両
立
さ
せ
、
評
価
の
高
か
っ

た
作
品
だ
そ
う
で
す
が
、
y
h
s
作
品
で
は
狂
気
の
部
分
は
成

功
し
た
が
、
笑
気
（
？
）
で
は
必
ず
し
も
充
分
で
は
な
か
っ
た

印
象
で
す
が
、
全
体
と
し
て
狂
気
と
虚
無
を
は
ら
み
つ
つ
楽
し

め
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
特
別
賞
の
企
画
賞
を
受
賞
し
た
R
E
D�

K
I
N
G�

C
R
A
B
「
B
A
K
A
」
は
、
障
害
を
持
つ
人
の
自
立
と
再
生
と

い
う
難
し
い
テ
ー
マ
を
ハ
ー
ト
フ
ル
に
描
い
た
作
品
。
R
E
D�

K
I
N
G�

C
R
A
B
は
昨
年
「
お
だ
ぶ
つ
」
で
新
人
賞
を
受
賞

し
た
劇
団
で
、
昨
年
は
新
人
賞
は
該
当
作
無
し
に
し
よ
う
か
と

論
議
さ
れ
た
中
で
の
受
賞
で
し
た
が
、
一
年
後
に
大
き
く
成
長

し
た
作
品
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
は
収
穫
で
し
た
。

賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
札
幌
座
「
大
海
原
で
」
は
作
品
と
し
て

も
、
ま
た
ド
ラ
マ
ツ
ル
グ
を
置
く
な
ど
、
制
作
過
程
で
も
良
い

試
み
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
i
n
t
r
o「
食
卓
全
景
」も
ポ
ッ

プ
な
舞
台
美
術
と
脚
本
・
演
出
の
イ
ト
ウ
ワ
カ
ナ
ワ
ー
ル
ド
と

も
い
え
る
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
家
族
の
あ
り
よ
う
を
描
い
て
魅

力
的
で
し
た
。

新
人
賞
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
の
は
、
劇
団
ぱ
る
ふ
ぇ

「
C
a
s
e��

B
y���

S
c
a
l
e
」、
静
と
動
「
二
度
寝
は
す

る
け
ど
エ
イ
っ
と
起
き
る
」、
劇
団
・
木
製
ボ
イ
ジ
ャ
ー
��
号

「
H
e
l
p���

M
e
，�

M
y���

A
g
e
n
t
」、
さ
っ
ぽ
ろ
学
生
演

劇
祭
「
ア
ニ
マ
」、
劇
団
ロ
ク
デ
ナ
シ
「
フ
ァ
ー
レ
ン
ハ
イ
ト
」

の
五
本
。
こ
の
中
か
ら
劇
団
ロ
ク
デ
ナ
シ「
フ
ァ
ー
レ
ン
ハ
イ
ト
」

が
新
人
賞
と
な
り
ま
し
た
。
軽
く
て
調
子
良
く
て
ち
ょ
っ
と
ル
ー

ズ
で
気
弱
で
や
さ
し
い
、
そ
ん
な
今
日
の
若
者
た
ち
の
姿
を
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
豊
か
に
描
き
ま
し
た
。

今
年
は
審
査
員
賞
が
二
つ
出
ま
し
た
。
一
つ
は
琴
似
屯
田
兵

入
村
一
四
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
「
会
津
藩
、
か
く
戦

へ
り
」。
幕
末
か
ら
明
治
に
変
わ
る
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
き
、

や
が
て
屯
田
兵
と
な
っ
て
北
海
道
へ
渡
る
会
津
藩
の
興
亡
を
史

実
に
沿
っ
て
描
い
た
作
品
。
渋
谷
健
一
脚
本
、
山
根
義
昭
演
出

の
息
の
合
っ
た
コ
ン
ビ
で
見
事
な
群
像
劇
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
人
形
劇
団
ト
ラ
ン
ク
機
械
シ
ア
タ
ー
「
ね
じ
ま

き
ロ
ボ
ッ
ト
α
～
ぼ
く
の
う
ま
れ
た
ひ
～
」。
優
れ
た
人
形
造
型

と
舞
台
美
術
で
、
新
し
い
文
明
の
利
器
に
飛
び
つ
き
、
や
が
て

あ
っ
さ
り
と
捨
て
て
し
ま
う
私
達
の
生
活
に
気
付
か
せ
、
し
か

も
楽
し
め
る
内
容
で
し
た
。

こ
の
他
、観
客
が
決
め
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
は
「
首
位
打
者
」

に
札
幌
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
&
ダ
ン
ス
専
門
学
校
の

「
M
a
s
t
e
r�

P
i
e
c
e
」、「
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
」
に
演
劇
ユ

ニ
ッ
ト�

イ
レ
ブ
ン
☆
ナ
イ
ン
の
「
ど
う
、
し
よ
う
、
も
、
な
い
」

に
決
定
し
ま
し
た
。
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
は
観
客
動
員
数
が
多

い
と
こ
ろ
に
票
が
集
ま
る
の
は
あ
る
意
味
当
然
と
し
て
も
、
イ

レ
ブ
ン
☆
ナ
イ
ン
は
七
ス
テ
ー
ジ
の
総
て
が
ほ
ぼ
満
席
と
い
う

盛
況
ぶ
り
で
、
人
気
の
ほ
ど
が
伺
え
ま
す
。

以
上
、
一
〇
周
年
を
迎
え
た
T
G
R��

札
幌
劇
場
祭��

2
0
1
5
を
概
観
し
ま
し
た
。
主
催
す
る
札
幌
劇
場
連
絡
会
は

一
〇
周
年
企
画
の
一
つ
と
し
て
、
札
幌
劇
場
連
絡
会
奨
学
制
度
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札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン　

新
た
な
発
展
に
向
け
て　
　
　
　

札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
実
行
委
員
会　

事
務
局
長　

飯
塚　

優
子

札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
は
、
間
も
な
く
開
幕
す
る
二
〇
一
六
―

冬
で
九
回
目
を
迎
え
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
二
〇
一
五
―
冬

（
二
〇
一
四
年
度
）
か
ら
三
回
分
の
参
加
劇
団
と
作
品
名
を
列
記

す
る
。

二
〇
一
五
―
冬

　

札
幌
座
『
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
』

　

イ
ナ
ダ
組
『
カ
メ
ヤ
演
劇
場
物
語
』

　

新
劇
場
『
木
に
花
咲
く
』

　

千
年
王
国
『
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
』	

　

札
幌
座
『
蟹
と
彼
女
と
隣
の
日
本
人
』

二
〇
一
五
―
夏

　

パ
イ
ン
ソ
ー
『
フ
リ
ッ
ピ
ン
グ
』

　

風
蝕
異
人
街
『
青
森
県
の
せ
む
し
男
』

　

i
n
t
r
o
『
蒸
発
』

　

��
☆
9
『
1
2
人
の
怒
れ
る
男
』

　

札
幌
座
『
ブ
レ
ー
メ
ン
の
自
由
』

二
〇
一
六
―
冬

　

弦
巻
楽
団
『
ユ
ー
・
キ
ャ
ン
ト
・
ハ
リ
ー
・
ラ
ブ
』

　

札
幌
ハ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
カ
ラ
ク
リ
ヌ
ー
ド
』

　

札
幌
座
『
亀
、
も
し
く
は
・
・
・
』

　

y
h
s
『
し
ん
じ
ゃ
う
お
へ
や
』

　

コ
ヨ
ー
テ
『
愛
の
顛
末
』

こ
れ
ら
演
目
の
並
び
を
概
観
し
て
、
次
の
よ
う
な
現
状
を
読

み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

二
〇
一
四
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
演
目
公
募
に
よ
っ
て
、

毎
回
、
新
た
な
劇
団
が
選
出
さ
れ
、
演
劇
シ
ー
ズ
ン
に
参
加
し

て
い
る
。
二
〇
一
五
―
冬
の
新
劇
場
、
二
〇
一
五
―
夏
の
パ
イ

ン
ソ
ー
と
風
蝕
異
人
街
、
二
〇
一
六
―
冬
の
ハ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
コ
ヨ
ー
テ
が
初
登
場
で
あ
る
。

札
幌
で
活
動
す
る
劇
団
に
と
っ
て
、
演
劇
シ
ー
ズ
ン
に
エ
ン

ト
リ
ー
す
る
こ
と
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
演
劇
シ
ー

ズ
ン
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
が
ひ
と
つ
の
目
標
に
な
れ
れ
ば
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
動
機
づ
け
と
し
て
役
割
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
会
場
費
と
大
規
模
宣
伝
の
費
用
を
シ
ー
ズ

「
T
G
R
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
設
け
ま
し
た
。
舞
台
芸
術
に
関
わ
る

研
修
の
希
望
者
を
公
募
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で

す
。
札
幌
の
演
劇
を
始
め
と
す
る
舞
台
芸
術
に
関
わ
る
人
材
育
成

の
一
端
を
さ
さ
や
か
な
が
ら
担
う
役
割
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。二

〇
一
六
年
が
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
一
〇
年
を

土
台
と
し
つ
つ
従
来
と
は
違
う
次
の
一
〇
年
を
模
索
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。


